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 活動テーマ 

子どもたちが伸びのびと、若

い人が個性的に、高齢者が

健やかに、私、あなたがいき

いきと、現在、未来を生きる

ために活動します。 
  
 

  

 

5月の G7広島サミットをどう考える？ 

まず、日本が議長国となって開催されることが

発表されてから「広島でやって欲しくない」という声

があったことを記録しておこう。開催のギリギリま

で「開催するなら原爆資料館を見て、核兵器使用

の惨状を知り、どんな場合でも使えない兵器であ

ると認識して欲しい」というのが多くの市民の声だ

った。物々しい交通規制や立ち入り制限を受け、

市民生活も市民の意見を表明する場も大幅に制

限されての G7広島サミットだったことを忘れまい。 

「核兵器廃絶」を世界に求める広島で、広島出

身の岸田首相は「核抑止力」を公言した。バイデン

大統領は核のボタン入り黒鞄を持ち込み、アメリカ

はいつでも核兵器の使用可だと威嚇してみせた。

何もかもが「核兵器をなくそう」という広島の声に

逆行する。さらに、電撃作戦のようなゼレンスキー

大統領の参加で、G7 挙げてウクライナへの武器

支援を約束した。まさに「戦争会議」だ。広島の心

を踏みにじり、世界に戦争を広げる蛮行を目の当

たりにした。広島県民として黙ってはいられない。 

続く 6月 23日―沖縄慰霊の日に（沖縄県主催）

沖縄全戦没者追悼式での岸田首相の挨拶には、

参列者から「心に響かない」「沖縄の人を置き去り

にしている」と不安や怒りの声が語られ、「式典最

大規模の警備 横断幕の撤去要求も」（沖縄タイ

ムス 6 月 24 日朝刊）とあるように、いかに県民と

の心の隔たりが大きいかを明白にした。 

守られなければならないのは、岸田首相か？南

西諸島に次々と配備されるミサイルに、日々戦争 

 の恐怖に脅かされる沖縄県民を誰が守るのか？沖

縄の人々は知っている。国は民を守らないことを身に

染みて知っている。沖縄戦の記憶が生きているから。

「岸田首相、今あなたは何を考えている？」8 月 6 日

には広島で平和式典が行われる。そこで、どんな言

葉が発せられるか、最大限注目しよう。本当にこの政

府でよいのか？有権者だけではなく、総ての国民に

とって必要な政府の姿を考える契機だ。 

現在、「戦争をする国にしない市民の声」はどこに？ 

山口県にある米軍岩国基地は滑走路を増やして

機能を強化させ、事故多発のオスプレイも配備され

た。厚木基地や普天間基地と結んで、日米共同訓練

を実施している。爆音被害に加えて、米兵による事件

も多発しているがニュースに上がらない日常的な犯

罪行為は後を絶たないという。「家に勝手に上がり込

んで冷蔵庫内のビールを飲んでいた」「鍵を壊して家

に入ってきた」など。米軍に限らず、およそ軍組織は

階級と力で統制するため個々の人権尊重は第一で

はない。軍隊は民衆を守らない。この事実に直面して

いるのが岩国市民だ。 

今、足元で起きていること。 

今年 3 月、国は呉市へ大麗女島（呉湾）を大型弾

薬庫設置のために調査すると伝えた。新たに弾薬庫

が造られる？！これは基地の強化だ。強化の先に行

き着くものは、78 年前の呉空襲の教訓だ。軍備の強

化は戦争を招く。どんな戦争も犠牲は民衆―それも

一番弱い者から犠牲にされるから「戦争は絶対にや

ってはいけない」と云うのが親世代からの遺言だ。戦

争（準備）はさせない。この声を大きく広げよう。 
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2023年 8月の広島で  

呉 YWCAは日本国憲法の前文の恒久平和実現のため、         ９条の非武装、不戦の誓いを広げていきたいと思います。 

賛助員 濱中康子 



ひろしまを考える旅 2023 想いを伝える 

ひろしまを考える旅に参加して 

                          山梨英和高等学校２年 大久保 結 

 

広島に来て「なぜ核兵器を持ちたがるの？」というテーマを考えました。 

広島は 1945年原子爆弾によって被爆した地です。 

原子爆弾は熱線、放射線、爆風によって、多くの人々の命が失われ、やけどを負ったり、健康を害

したり、家をなくしたり、家族を失いました。 

被爆者の方からお話を聞いたとおり「もう二度とこのような被害を生んではならない」と思いまし

た。そのためには、この世界から核兵器をなくす、作らないようにしていく必要があります。 

世界の国々がなぜ核兵器を持ちたがるのかを考えました。 

核兵器を持っている事で、自国は強い力があるとアピールできる事や、核兵器を大量に作ることが

出来るほど産業が発達しているのだと見せつけるために核を保持していると考えました。 

また「核の傘」といった言葉を学んだように、核によって自分が守られていると認識していること

が多いことも、保持し続ける理由だと考えます。このように考えられている理由は、核の恐ろしさ

を知らない、学ぶ機会がないことだと私は考えます。 

まずは日本の長崎・広島の原子爆弾被害について学び、戦争や被爆の恐ろしさを痛感することが大

事です。そして、１日目の「核政策を知りたい広島若者の会」田中さんのお話でお聞きした「カザ

フスタンではロシアの核実験の地になっていて、今もなお放射線などを浴びながら生まれ育ってい

る犠牲者がいる」ということを私は初めて知りました。 

過去の歴史や現在行われている戦争だけでなく、今行われている“実験”によって被害があるとい

うことも多くの人々が知らなければならないと思います。 

そして、それらを知ると、今もなお続く犠牲者が居る中で、訪れるか判らない戦争のために核兵器

を保持することをしていて良いのかを改めて考え直すことができると思います。 

核を保持していることで自国のアピールをするのではなく、自国の強さを他のことでアピールでき

る世界になっていってほしいと思います。 

例えば、平和であることを誇る世界や、産業の発達を核の生産ではないところに生かす世界です。 

これらを考えると核を持ちたがる国は滅んでいくのではないでしょうか。 

私ができる身近な取り組みとしては、この旅で学んだ 

ことを伝えることです。友だちのような少人数ではなく、 

多くの人に知ってもらいたいです。 

私は高校に通っているので、高校の先生や全ての生徒に伝える 

ことができるようにアクションを起こし、在学中に実現したい 

と思います。        



   
  

 物価高騰の折、これまでの皆さまのお支えに感謝して、これまでお寄せいただいた物品 

 の一部を わいわい 0円市 として無償でお渡しします。 

是非呉ＹＷＣＡにおいでください。 

 

   

 ＊環境のため、買い物袋をご持参ください。 

 ＊マスクの着用は任意ですが、体調のすぐれない方はご来場をご遠慮ください。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

 

【委員会予定】 
 理事会         9月 6日 13：30 
広報委員会       8月  4日 13：30   

【理事会報告】 
6月 21 日（水）１、確認・報告事項 ２、議事 1）評議委員会について 2）2023 年度後半行事につ
いて 3）その他・会館関係・他団体 
7月 22日（土）１、確認・報告事項 ２、議事 1）クリスマスのつどいについて 2）0円市について 
3）その他・会館関係・他団体 

ご協力ありがとうございます。 
呉 YWCAの活動の為に大切に使わせて頂きます。 

（敬称略 6月末まで） 賛助費   

新井静子 平岡千代子 大久保邦子 井上孝子 

山中久美子 土井桂子 横山保子 増岡洋子  

広島ＹＭＣＡ 伊勢田三佳 植田綾子 西岡智子  

金谷千史 佐々木一子 谷本和生 亀井美砂子  

伊佐雅美 

 

会館百年プロジェクト募金 

大久保邦子 新井静子 土井桂子 

 

 

呉ＹＷＣＡ活動支援募金 

大久保邦子 金谷千史 新井静子 土井桂子 

谷本和生 永冨彌古 亀井美砂子 

 

 

 

美しく気持ちの良い環境作りを目指して年に

２回古い石畳の川の掃除を行っています。 

山から流れ落ちる土砂を受け止めるために造

られた人工的なせせらぎのある川床、そして石

垣、旧海軍の遺跡です。短い時間でも構いませ

ん。 

一緒に川の掃除をしてみませんか？呉ＹＷＣ

Ａ傍の川の水はきれいで気持ち良いですよ。 

皆さまのご参加お待ちしています。  

日時  2023年 9月 30日   

9：00～12：00 

一緒に川掃除しましょう♪ 

わいわい 0円市 開催します 

日 時 ： 2023年9月30日（土） 12：00～16：00   

 場 所 ： 呉ＹＷＣＡ １階ホール 

 

 

日本キリスト教海外医療協力会を通じ

て、あなたの使用済み切手がバングラデシ

ュやタンザニアに看護師を派遣したり、カン

ボジアやケニアの健康教育や療育事業に使

われます。皆様の家や学校、職場などにあ

る郵便物の封筒に貼ってある切手を、切

手の回りを 1 ㎝ほど残して台紙ごと切り

取って呉ＹＷＣＡにお持ちください。 

 

 

使用済み・未使用の切手や 

書き損じはがきを集めています 
使用済み食用オイルを集めています 
呉ＹＷＣＡでは、使用した後の食用油で作っ

た石鹸を販売しています。 

食用油で作られているので、石油製品を含ん

でいません。そのため手肌・環境に優しい石

鹸になっています。 

使い終わった天ぷら油やサラダ油は捨てな

いで、ペットボトル等に入れて呉ＹＷＣＡま

でお持ちください。 

ご提供よろしくお願いします。 
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芸大美大コース・夏期講習会 2日～12日 16日～23日 15:00-21:00 （日曜休み）
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